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	初心者向け模擬国連マニュアル ～模擬国連の流れについて～
	模擬国連とは
	模擬国連とは、参加者が各国の⼤使（外交官）になりきり、実際の国連の会議や国際会議を模擬する活動です。会議ごとに議題が設定されており、⼈権や軍縮、経済、環境、紛争など多岐にわたる国際問題が取り上げられます。会議では、参加者⾃⾝の考え・⽴場ではなくそれぞれ国益を背負った各国⼤使という⽴場から、作り上げた政策を軸に決議をはじめとした会議における結果を追い求め、議論や交渉、スピーチ等を⾏います。

	事前準備
	会議に向けた準備の第⼀段階として、まずは議題および担当国について情報を集めます（この準備を、模擬国連では「リサーチ」と呼びます）。議題と担当国が決定したあと、会議当日までに大使が取り組むべきことは主に2つあります。
	BGの熟読
	PPP、スピーチの作成
	余裕があれば他の国の状況も⾃国と同様に調べてもよいでしょう。周辺国、協⼒できる国、対⽴しそうな国・議場の軸になりそうな国などについては、⽴場の相違について把握しておくことが望ましいといえます。
	政策立案
	決議案作成
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	会議の流れ
	会議の開会
	議長の宣告を受けて会議が開かれます。

	出欠確認
	議長が各国の国名を順に呼びます。大使は「Yes. 」もしくは「Yes, present. 」と返答します。

	議題採択
	予め設定されている議題を話し合うことに、そもそも反対の大使がいないか確認します。

	発言国登録
	スピーチを行いたい国を議長が募り、発言者リスト(スピーカーズリスト)に国名を載せます。

	討議
	討議には公式討議と非公式討議の 2 種類があり、交互に繰り返されて会議が進みます。
	公式討議
	非公式討議
	着席討議／モデ
	⾮着席討議／アンモデ

	投票行動
	提出された決議案への投票を行います。 全大使が順番に賛成／反対／棄権を投票し、必要賛成数を得た決議案は正式な決議として採択されます。

	会期の終了
	議長の宣告を受けて閉会します。
	準備から会議行動までのより詳しい解説は、弊協会ホームページよりご覧いただけます：https://jcgc-mun.org/
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